
【様式①】令和４年度　学校評価書（小・中・特別支援）

校長名　中田　雅章

市の重点課題 学校の重点項目 自己評価 達成状況 学校関係者評価委員会から 改善の方向

・校区の幼稚園、保育園と１年生の交
流活動を可能なところから再開し、小
１プロブレムの解消につなげる。
・原三溪の学習等を軸に、小中９年間
を見通した指導を行う。中学校区およ
び中学校と定期的に交流を行い、共
通理解を図る。

・学校運営協議会を通じて、地域連
携を図りつつ、土曜授業の充実、地
域人材の活用を推進する。
・通学班登校の在り方について、保護
者に行った意識調査の結果をもと
に、学校運営協議会で協議し方向性
を示す。

・児童が健康で安全に生活できるよ
う、新型コロナウイルス感染症予防の
学習環境整備を一層推進する。
・長期的見通しをもって予算要望を行
い、当年度予算については計画的に
執行するとともに、複数職員でチェッ
クを行い適正に運用する。

・実践的な命を守る訓練となるよう、
訓練日や災害発生場所の事前告知
なしや休み時間の実施など、様々な
状況で的確に行動できるようにする。
・柳津町自主防災隊長を講師に招
き、地域防災について学ぶ機会を設
け、地域に生きる一人としての判断
力、実践力を高める。

・「未来社会を切り拓くための資質・能
力の育成」をテーマに、メタ認知力を
高める指導の在り方について実践研
究を推進する。
・ＩＣＴの積極的な活用を行いながら、
児童の問題解決能力や情報活用能
力を高めるとともに、英語活動や英語
の授業の充実を図る。

HPアドレス： https://gifu-city.schoolcms.net/yanaizu-e/

学習指導要領の趣旨
を十分に踏まえた社会
に開かれた教育課程
の編成と実施

学校・家庭・地域との
協働による指導体制
の確立

学校名　柳津小学校

災害、事故、感染症、
生徒指導事案等に対
する安全性の確保

教育環境と学校財務
環境の整備

幼保小連携や小中一
貫の考えのもと、地域
人材を活用した学校づ
くりの推進


